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ABSTRAK 

Puteri Kemala Chandra Kirana. 2026. Representasi Trauma Psikologis Pada 

Tokoh Kentarou Momose dalam Anime “Atarashii Joushi wa Do Tennen” (Kajian 

Psikologi Sastra). Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan 

Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini menganalisis representasi trauma psikologis akibat power harassment 

pada tokoh Kentarou Momose serta proses pemulihannya dalam anime Atarashii 

Joushi wa Do Tennen menggunakan pendekatan psikologi sastra. Landasan teoretis 

yang digunakan meliputi teori penokohan Burhan Nurgiyantoro (2013), teori 

trauma psikologis Judith L. Herman (1992), dan teori temperamen Hippocrates. 

Melalui metode deskriptif kualitatif dengan teknik analisis isi (content analysis), 

data berupa dialog, monolog, perilaku, dan adegan dikumpulkan menggunakan 

teknik simak dan catat. Hasil penelitian menunjukkan bahwa Kentarou Momose 

merupakan tokoh protagonis bulat (round) dan berkembang (developing character) 

yang digambarkan dominan melalui teknik showing. Trauma psikologis Momose 

termanifestasi dalam tiga gejala, yaitu hyperarousal, intrusion, dan constriction, 

sedangkan pemulihannya berhasil dicapai melalui tahapan safety, remembrance 

and mourning, serta reconnection. Penelitian ini menyimpulkan bahwa lingkungan 

kerja yang sehat dan dukungan sosial (social support) berperan krusial dalam 

membantu penyintas memulihkan kondisi psikologisnya dari dampak buruk 

perundungan dunia kerja. 

Kata kunci: psikologi sastra, trauma psikologis, proses pemulihan, power 

harassment, Atarashii Joushi wa Do Tennen, Kentarou Momose. 
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ABSTRACT 

Puteri Kemala Chandra Kirana. 2026. Representation of Psychological Trauma 

by Character Kentarou Momose in Anime Atarashii Joushi wa Do Tennen (A 

Literary Psychology Study). Thesis, Japanese Language Education Study Program, 

Faculty of Language and Arts, Jakarta State University. 

This study analyzes the representation of psychological trauma caused by power 

harassment in the character Kentarou Momose and his recovery process in the 

anime Atarashii Joushi wa Do Tennen using a literary psychology approach. The 

theoretical framework integrates Burhan Nurgiyantoro’s (2013) characterization 

theory, Judith L. Herman’s (1992) psychological trauma theory, and the 

Hippocrates temperament theory. Utilizing a descriptive qualitative method with 

content analysis, data in the form of dialogues, monologues, character behaviors, 

and scenes were collected through observation, and note-taking. The results 

indicate that Kentarou Momose is a protagonist categorized as a developing and 

round character, primarily depicted through the showing technique. Based on 

Herman's theory, Momose's psychological trauma is represented through three 

symptoms: hyperarousal, intrusion, and constriction, while his recovery is achieved 

through three stages: safety, remembrance and mourning, and reconnection. This 

study concludes that a healthy work environment and social support play a crucial 

role in helping trauma survivors recover their psychological well-being from the 

adverse effects of workplace harassment. 

Keywords: literary psychology, psychological trauma, recovery process, power 

harassment, Atarashii Joushi wa Do Tennen. 
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要旨 

Puteri Kemala Chandra Kirana。2026 年。『新しい上司はど天然』におけ

る桃瀬健太郎の心理的トラウマの 表象（文学心理学の研究）。卒業論文、 

日本語教育学科、言語芸術学部、ジャカルタ国立大学。 

本研究は、文学心理学的アプローチを用いて、アニメ『新しい上司はど天

然』における桃瀬健太郎のパワーハラスメントによる心理的トラウマの表

象と、その回復過程を分析することを目的とする。本研究では、ヌルギヤ

ントロ（2013）の人物・人物造形理論、ハーマン（1992）の心理的トラウ

マ理論、およびヒポクラテスの気質理論を分析の理論的枠組みとして用い

た。研究方法は記述的質的研究であり、内容分析法を採用した。データは、

アニメにおける登場人物の台詞、モノローグ、行動、および場面を対象と

し、観察法および記録法によって収集した。分析の結果、桃瀬健太郎は主

人公であり、成長型かつ立体的人物として描かれており、その人物造形は

主に「見せる方法」によって表現されていることが明らかになった。また、

ハーマンの理論に基づくと、桃瀬の心理的トラウマは、過覚醒、侵入、収

縮 の三つの症状として表象されている。一方、トラウマからの回復は、

安全の確立、想起と服喪、再結合の三段階を通して描かれている。本研究

は、健全な職場環境と周囲からの社会的支援が、職場におけるパワーハラ

スメントによって心理的トラウマを受けた被害者の心理的回復において重

要な役割を果たすことを明らかにした。 

キーワード：文学心理学、心理的トラウマ、回復過程、パワーハラスメン

ト、新しい上司はど天然 
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『新しい上司はど天然』における桃瀬健太郎の心理的トラウマの 表象 

（文学心理学の研究） 

ジャカルタ国立大学 

Puteri Kemala Chandra Kirana 

puterikemalac@gmail.com 

概要 

A. 背景 

本来、良好な職場環境は、従業員の生産性および福祉を向上させる

ものである。しかし、暴言や威圧的な言動などのパワーハラスメント

は、不安や心理的トラウマを引き起こす要因となる。こうした問題は

日本においても深刻な労働問題となっている。識学（2022）の調査に

よると、日本の 20～49 歳の労働者 2,204 人を対象とした調査では、

34.8％が職場でハラスメントを受けた経験があり、そのうち 71％が上

司によるパワーハラスメントであった。このような職場における虐待

的な行為は、重度の精神的不調、慢性的な緊張状態、対人恐怖症を引

き起こすだけでなく、埼玉市で発生した従業員の自殺事例のような深

刻な結果につながることもある. 

理論的には、ジュディス・L・ハーマン（1992）は、心理的トラウ

マが極端な出来事のみから生じるのではなく、苦痛を伴う対人関係や、

職場環境における継続的な支配からも生じ得ると論じている。この心

の傷の影響は、単に記憶の中に留まるだけでなく、身体に刻み込まれ

mailto:puterikemalac@gmail.com
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る（身体化される）ものである。その結果、サバイバー（被害者）が

トラウマを誘発する状況に再び直面した際、突発的な身体的あるいは

感情的な反応として表出するのである。 

社会の現実を反映するものとして、トラウマや精神疾患のナラティ

ブは、読者の共感を促すと同時に登場人物の複雑さを解き明かすべく、

文学作品においてしばしば探求されてきた。今日、こうした表象は従

来の散文作品に限らず、A-1 Pictures などの大手制作会社を通じて急速

な発展を遂げている日本のアニメ産業においても確認できるのである。 

本研究では、市川暖による漫画を原作とし、A-1 Picturesが制作した

アニメ『新しい上司はど天然』を研究対象として選定した。本作品は、

パワーハラスメントによる心理的トラウマの力学を包括的に描いてい

る点に特徴がある。また、IMDb で 7.7 点の評価を獲得するなど、高い

評価を受けている。物語は、虐待的な上司から逃れるために広告会社

へ転職した 26 歳の桃瀬健太郎を中心に展開する。しかし、職場を離れ

た後も過去の心の傷は癒えず、新しい上司も前職の上司と同様にパワ

ーハラスメントを行うのではないかという強い不安と恐怖に苦しみ続

けるのである。 

本研究は、ブルハン・ヌルギヤントロ（2013）の人物造形論および

ジュディス・L・ハーマン（1992）のトラウマ理論に基づき、桃瀬健

太郎における心理的トラウマの表象、その症状、および回復過程を分

析することを目的とする。 
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B. 問題提供 

上記の背景に基づき、本研究の主な問題は以下の通りである： 

１．アニメ『新しい上司はど天然』における桃瀬健太郎の人物およ

び人物造形はどのように描かれているか。  

２．アニメ『新しい上司はど天然』における桃瀬健太郎の心理的ト

ラウマの症状はどのように表象されているか。  

３．アニメ『新しい上司はど天然』における桃瀬健太郎のトラウマ

回復過程はどのように描かれているか。 

C. 結果と検討 

番 データ トラウマ 回復 

1 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

2 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

3 

 

侵入症状 安全の確立 

4 

 

収縮 安全の確立 
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5 

 

侵入症状 安全の確立 

6 

 

侵入症状 安全の確立 

7 

 

ハイパーアラウザ

ル 

想起と追悼 

8 

 

ハイパーアラウザ

ル 

想起と追悼 

9 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

10 

 

収縮 安全の確立 

11 

 

侵入症状 再結合 

12 

 

侵入症状 安全の確立 
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13 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

14 

 

ハイパーアラウザ

ル 

想起と追悼 

15 

 

収縮 想起と追悼 

16 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

17 

 

ハイパーアラウザ

ル 

安全の確立 

18 

 

侵入症状 再結合 

19 

 

侵入症状 安全の確立 

20 

 

収縮 再結合 
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21 

 

侵入症状 再結合 

 

D. 結論 

結果と検討に基づいて、次のように結論付けることができる。 

１．ブルハン・ヌルギヤントロの人物造形論に基づくと、桃瀬健太

郎は主人公であり、成長する人物（developing character）かつ

立体的人物（round character）として描かれている。人物造形

は主に会話、内面描写、行動、反応などのショーイング

（showing）によって表現されている。また、ヒポクラテスの

気質論によれば、桃瀬は恐怖心、不安感、繊細さ、考えすぎる

傾向をもつメランコリー気質であり、その性格はパワーハラス

メントの経験によって強く影響を受けている。 

２．ジュディス・L・ハーマン（1992）のトラウマ理論に基づくと、

桃瀬健太郎にはハイパーアラウザル（hyperarousal）、侵入症

状（intrusion）、収縮（constriction）という 3 つの心理的トラ

ウマ症状が表れている。これらの症状は、パワーハラスメント

が桃瀬の心理状態だけでなく、思考や行動、周囲への反応にも

大きな影響を与えたことを示している。 

３．桃瀬健太郎のトラウマ回復は、ジュディス・L・ハーマン

（1992）の理論における安全の確立（Safety）、想起と追悼
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（Remembrance and Mourning）、再結合（Reconnection）の 3 段

階を経て進行した。白崎優清の支えと安心できる職場環境によ

って、桃瀬は心理的トラウマを受け入れ、過去にとらわれるこ

となく前向きに生きることができるようになった。したがって、

『新しい上司はど天然』は、パワーハラスメントによる心理的

トラウマと、その回復過程を効果的に表象した作品である
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